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平成29年度 土木工事標準歩掛 改訂概要

土木工事標準歩掛は、土木請負工事費の積算に用いる標準的な施工条件における単位施工量当り、若しくは日
当りの労務工数、材料数量、機械運転時間等の所要量について工種ごとにとりまとめたもので、「施工合理化調査
等の実態調査」の結果を踏まえ、新規工種の制定及び既存制定工種を改定。

①新規制定【２工種】
・回転杭工、スラリー攪拌工（変位低減型）

②日当り施工量、労務、資機材等の改定を行った工種【６工種】
・ニューマチックケーソン工、残存型枠工、鋼橋架設工、鋼床版現場溶接工、道路除雪工、大型土のう工

③日当り施工量、労務、資機材等の一部改定を行った工種【３工種】

・ＰＣ橋架設工、油圧圧入引抜工、鋼床版Ｕリブ現場溶接工

土木工事標準歩掛 【１１工種】
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工種名 ： 回転杭工【 新 規 】

・先端部に羽根を有する鋼管杭に全回転型オールケーシング掘削機（回転杭用）（回転貫入機）により回転力を付与して、地中に貫入させ
る工法。

工法概要

施工フロー 制定概要

施工状況

杭建込み状況 回転圧入状況

（注）1.本歩掛で対応しているのは、実線部分
のみである。

（注）2.開端タイプを採用する場合。

800mm 900mm 1,000mm 1,100mm 1,200mm

16ｍ以下 5.57 5.77 6.05 6.33 6.61

16ｍを超え
32ｍ以下

10.11 10.67 11.37 12.07 12.77

32ｍを超え
48ｍ以下

14.65 15.56 16.68 17.81 18.94

杭径別施工日数（Ｔａ）

（日/10本）

杭径
掘削長（ｍ）

●施工歩掛（抜粋）

※杭10本当りの施工日数は、Ｔａに土質係数α、板厚係数βを
乗じて算出する。
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工種名 ： スラリー攪拌工（変位低減型）【 新 規 】

・地盤中にセメント系及び石灰系固化材をスラリー状（セメントミルクまたはモルタル）で圧送・注入し攪拌翼で原地盤と攪拌・混合することに
より均一な混合処理改良体（コラム）を造成する工法。変位低減型は、周辺地盤や近接構造物に影響を与える恐れがある場合に適用し、
固化材相当分の原地盤土量を排土することにより、変位を低減させるもの。

工法概要

施工フロー

●施工歩掛（抜粋）

制定概要

施工状況

打設状況 プラント設置状況

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 2. スラリプラントの現場内移設は必要に応じて計上する。 

3. スラリー吐出は，工法及び施工管理方法により，貫入攪拌時または引抜攪拌時に行う。 

4. 変位低減型の場合に，排出土処理作業を計上する。 
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スラリプラント現場内移設 

排出土処理(注4) 

(注3) (注3) 

短軸施工

（杭径φ800mm～φ1,200mm）

３ｍを超え　４ｍ未満 21

４ｍ以上　５ｍ未満 18

５ｍ以上　６ｍ未満 15

６ｍ以上　７ｍ未満 14

７ｍ以上　８ｍ未満 12

８ｍ以上　９ｍ未満 11

９ｍ以上　10ｍ以下 10

打設長　Ｌ（ｍ）

１日当り杭施工本数（Ｎ）
（本／日）
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工種名 ： ニューマチックケーソン工 【前回改定：平成20年度】

・ケーソン底部の作業室に圧縮空気を送り地下水を排除し、掘削・排土を繰り返してケーソンを沈設する工法。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

マテリアルロック マンシャフト
（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●「高気圧作業安全衛生規則」の一部改正により、減圧表変更による
函内作業時間の見直し等

改定箇所
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工種名 ： 残存型枠工 【前回改定：平成21年度】

・ 一般に使用されている型枠工（合板型枠、鋼製型枠等）とは異なり、プレキャストのコンクリート二次製品による型枠を使用し、コンクリー
ト打設・養生後の脱型作業を必要としない型枠工。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

型枠加工 組立・設置

（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。
（ ）書きは必要な場合計上する。

●施工歩掛の改定
残存型枠の加工、組立・設置に係る施工歩掛等
（型枠材１枚当り質量60kg以下、100㎡当り）

土木一般世話役 ： 1.7人 → 2.0人
型わく工 ： 3.3人 → 4.8人
普通作業員 ： 3.5人 → 3.3人
溶接工 ： 0人 → 2.3人
ラフテレーンクレーン運転 ： 1.1日 → 1.7日
諸雑費率 ： 13％ → 16％

改定箇所
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工種名 ： 鋼橋架設工 【前回改定：平成19年度】

・工場製作された桁部材をトラッククレーン又はケーブルクレーン等で架設する工法。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

少数Ｉ桁架設工 合成床板架設工（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●架設工歩掛の改定等

改定箇所

○ 架設工歩掛  

桁 形 式 日当り架設質量 
 Ｄw（ｔ／日） 編成人員（人） 諸雑費率

(％) 

鈑    桁 

ラーメン（鈑桁形式） 

Ｄw＝
Ｗ

 0.24ａ（ｎ+12）
 

 

ただし 

鈑桁    9≦Ｄw≦45ｔ／日 

箱桁   20≦Ｄw≦65ｔ／日 

少数Ⅰ桁  9≦Ｄw≦55ｔ／日 

細幅箱桁 20≦Ｄw≦65ｔ／日 

橋りょう世話役 1 

11 

（10） 

橋りょう特殊工 5 

箱    桁 

ラーメン（箱桁形式） 

橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 6 

少 数 Ⅰ 桁 

（鈑桁形式） 

橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 5 

細 幅 箱 桁 

（箱桁形式） 

橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 6 

Ｗ：橋体総質量（ｔ） 

ｎ：主桁架設回数（回） 

ａ：一部材質量による係数 

○ 架設工歩掛  

桁 形 式 日当り架設質量 
 Ｄw（ｔ／日） 編成人員（人） 諸雑費率

(％) 

鈑    桁 

ラーメン（鈑桁形式） 
Ｄw＝

Ｗ

 0.27ａ（ｎ+11）
 

 

ただし 

鈑桁９≦Ｄw≦45ｔ／日 

箱桁20≦Ｄw≦65ｔ／日 

橋りょう世話役 １ 

７ 

（５） 

橋りょう特殊工 ５ 

普通作業員 １ 

箱    桁 

ラーメン（箱桁形式） 

橋りょう世話役 １ 

橋りょう特殊工 ６ 

普通作業員 １ 

Ｗ：橋体総質量（ｔ） 

ｎ：主桁架設回数（回） 

ａ：一部材質量による係数 
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工種名 ： 鋼床版現場溶接工 【前回改定：平成20年度】

・鋼道路橋の架設に伴う鋼床版の現場溶接工法。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

開先調整 サブマージ溶接（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●溶接工歩掛の改定等

改定箇所

表3.1 溶接工歩掛  

作 業 種 別 日当り施工量（ｍ／日） 編成人員（人／日） 

自 動 溶 接 工 

ｔ＝12ｍｍ 

Ｄ＝0.006・Ｌ＋9.4 

ただしＤは 

10≦Ｄ≦22 

Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量 

Ｌ：鋼床版溶接実総延長（ｍ） 橋りょう世話役 
 
橋りょう特殊工 

１ 
 

７ ｔ＝16ｍｍ 

Ｄ＝0.0055・Ｌ＋8.7 

ただしＤは 

10≦Ｄ≦22 

Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量 

Ｌ：鋼床版溶接実総延長（ｍ） 

 

表3.1 溶接工歩掛  

作 業 種 別 日当り施工量（ｍ／日） 編成人員（人／日） 

自 動 溶 接 工 

Ｄ＝0.006・Ｌ＋9.4 

ただしＤは 

10≦Ｄ≦22 

Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量 

Ｌ：鋼床版溶接実総延長（ｍ） 

橋りょう世話役 
 
橋りょう特殊工 

 
※橋りょう特殊工 

１ 
 

３ 
 

４ 

※橋りょう特殊工は、その工事に必要な溶接資格を得ている者とする
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工種名 ： 道路除雪工 【前回改定：平成27年度】

・人力除雪を除く道路除雪作業（一般除雪、運搬除雪、凍結防止、歩道除雪）。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

除雪グレーダによる除雪 凍結防止剤人力散布（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●一人乗り除雪グレーダ導入による労務費計上の改定
現行 土木一般世話役＋運転手（特殊） ＋普通作業員
改定 土木一般世話役＋運転手（特殊）（＋普通作業員）

※一人乗りの場合普通作業員は計上しない
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改定箇所

●凍結防止剤人力散布工歩掛の改定
普通作業員 ： 6.7人／ｔ → 6.0人／ｔ
トラック運転 ： 1日／ｔ → 1.2日／ｔ



H29年度 改定工種概要

9

工種名 ： 大型土のう工 【前回改定：平成26年度】

・大型土のう袋に土砂を詰め、河川の仮堰止め、軟弱法面の保護、工事用道路等における仮設材として施工される工法。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

中詰材投入（製作） 設置（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●施工機械規格の改定

バックホウ（クローラ型）クレーン機能付き
山積0.8m3（平積0.6m3）吊能力2.9ｔ

排出ガス対策型 第２次基準値 → 第３次基準値
騒音型 （設定無し） → 超低騒音型

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型 25t吊

排出ガス対策型 第１次基準値 → 第３次基準値
騒音型 （設定無し） → 低騒音型

改定箇所

①製作・設置

資
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工種名 ： ＰＣ橋架設工 【前回改定：平成28年度】

・架設地点まで搬入したプレストレストコンクリート桁（ＰＣ桁）について、トラッククレーン又は架設桁設備を使用して架設する工法。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

主桁架設 ＰＣ板工（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●登り桟橋の設置条件の改定
橋台・橋脚の高さ５ｍ以上 → ２ｍ以上

●機械器具供用日数率の改定
（ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ架設）重量台車による桁小運搬の機械器具

供用日数率 １．５ → １．７
（架設桁架設）架設機械器具

供用日数率 １．５ → １．８
（横組工）緊張工機械器具

供用日数率 １．５ → １．７

改定箇所

●プレテンション桁及びポストテンション桁（少数Ｉ桁を含む）を抜粋
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工種名 ： 油圧圧入引抜工 【前回改定：平成28年度】

・土留めや締切を目的として鋼矢板を施工（圧入、引抜き）する工法。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

施工状況（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●最小圧入（引抜）長の改定 （抜粋）等
圧入（Ｎｍａｘ≦50）

最小圧入長 設定無し → 4.0ｍ以上
圧入（50＜Ｎｍａｘ≦100）

最小圧入長 3.0ｍ以上 → 4.0ｍ以上
圧入（100＜Ｎｍａｘ≦180）

最小圧入長 3.0ｍ以上 → 4.0ｍ以上
圧入（180＜Ｎｍａｘ≦250）

最小圧入長 3.0ｍ以上 → 4.0ｍ以上
圧入（250＜Ｎｍａｘ≦375）

最小圧入長 3.0ｍ以上 → 4.0ｍ以上

改定箇所

●圧入（Ｎｍａｘ≦25）を抜粋
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工種名 ： 鋼床版Ｕリブ現場溶接工 【前回改定：平成28年度】

・鋼道路橋の架設に伴う鋼床板Ｕリブ現場溶接工法。

工法概要

施工フロー 改定概要

施工状況

施工状況（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。

●橋りょう特殊工の計上方法の改定等

改定箇所

※橋りょう特殊工は、その工事に必要な溶接資格を得ている者とする ※橋りょう特殊工は、必要な溶接資格を得ている者を含む

表3.1 溶接工歩掛 

作業種別 日当り施工量（個／日） 編成人員（人／日） 

被覆アーク溶接 

Ｄ＝11（ｔ＝６㎜） 

Ｄ＝９（ｔ＝８㎜） 

Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量 

橋りょう世話役 １ 

橋りょう特殊工 ６ 

表3.1 溶接工歩掛 

作業種別 日当り施工量（個／日） 編成人員（人／日） 

被覆アーク溶接 

Ｄ＝11（ｔ＝６㎜） 

Ｄ＝９（ｔ＝８㎜） 

Ｄ：１パーティ当りの１日の施工量 

橋りょう世話役 １ 

橋りょう特殊工 ２ 

※橋りょう特殊工 ４ 


